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● 中小企業の経営データを大量に集積したデータベースであるCRD(Credit Risk Database)は、過去20年以上の中小企業の決算書データを2000万件以上蓄積。 

● 中小企業決算書データに関しては、外れ値や異常値が多く、信用リスク評価をモデリングする際には、扱いに注意が必要となる。 

 ⇒ 本研究では、中小企業決算書データに対して、モデル精度を向上させるような、外れ値や異常値を適切に処理する方法を提案する。 

 

● 決算書データを集積した時、多くの財務項目の分布は、非常に裾の長い分布となっている（右図は売上高の分布）。  

 ⇒ 信用リスクモデリングで良く利用される最尤法は、外れ値の影響を強く受けるため、分布の補正が必要となる。 

● 【折り畳み処理】各財務指標        に対して分布の上下  ％点の値    を設定し、上下限値    超の値を   に折り畳み処理をする。 

● 【一般化neglog変換】大きく偏った分布を補正するため、一般化neglog変換を実施。 

● 正値の対数変換を一般化したBox-Cox変換と同様に、正負の両方の値に対して 

  対数変換できるneglog変換を一般化したものを一般化neglog変換と呼ぶ。 

● 一般化neglog変換の変換率を  とした時、変換式は以下のようになる。 
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● 12000件の完全データを用いて、以下の3パターンで分析を行い、AUCの比較を行った。 

 

比較分析時の折り畳み処理と一般化neglog変換を同時に実
施するときの変換式は以下の通り。 

 

 

 

パターン1ではλ=1で固定、パターン2ではλ=0で固定し、それ
ぞれθを最適化している。パターン3ではλとθを同時に最適化
している。 
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パターン1：変換なし パターン2：neglog変換 パターン3：一般化neglog変換

単変量2項ロジットモデルでλ=1とし

て、θ*及びロジット線形予測子のパ

ラメータa*,b*を、グリッド法で推計

推計されたθ*を用いて、多変量ロジッ

トモデルを、最尤法で推計

単変量2項ロジットモデルでλ=0とし

て、θ*及びロジット線形予測子のパ

ラメータa*,b*を、グリッド法で推計

推計されたθ*を用いて、多変量ロジッ

トモデルを、最尤法で推計

AUCを計算

単変量2項ロジットモデルでλ＊、θ*及

びロジット線形予測子のパラメータ

a*,b*を、グリッド法で推計

推計されたθ*を用いて、多変量ロジッ

トモデルを、最尤法で推計

AUCを計算 AUCを計算

【インプリケーション1】 
一般化neglog変換が、通常のneglog変換よりもAUC向上という面で有効な変数
変換の手法であることが確認できた。 

【インプリケーション2】 
AUCを向上させる一般化neglog変換の変換率は、必ずしも標準正規分布に近づ
ける変換率とは限らないことが確認された（下図参照）。 

支払準備率の最適変換後の分布 

左：neglog変換 右：一般化neglog変換 
パターン AUC

1　変換なし 0.7865

2　neglog変換 0.8078

3　一般化neglog変換 0.8121

j λ * θ *

1 総資本当期利益率(ROA) 0.32 -※

2 総資本回転率 -2.45 5.9

3 棚卸資産回転日数 0.62 0.3

4 支払準備率 -0.52 3.1

5 現預金比率 -0.69 2.5

6 自己資本比率 0.26 -

7 デットキャパシティレイシオ -0.31 -

8 預借率 -0.27 1.8

9 売上高支払利息割引料率 -0.12 6.2

10 流動資産その他流動資産比率 0.59 3.9

財務指標名

※θ ＊の“－”は、最適計算の結果、折り返しなし（θ ＝0）となったことを意味する。
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